
晴
れ
て
大
人
の
仲
間
入
り

晴
れ
て
大
人
の
仲
間
入
り
〜
成
人
式
〜
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役
場
で
発
行
し
て
い
る
住
民
票
等

の
証
明
書
等
に
つ
い
て
、
平
日
に
電

話
で
証
明
書
の
発
行
を
申
し
込
ん
で

い
た
だ
く
と
、
土
曜
日
・
日
曜
日
に

お
渡
し
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
発
行
で
き
る
書
類
は
、

・
住

民

票
　
・
印
鑑
証
明

・
資
産
証
明
　
・
評
価
証
明

・
所
得
証
明
　
・
納
税
証
明

・
課
税
非
課
税
証
明

で
す
。

　
詳
し
く
は
、
電
話
で
お
た
ず
ね
く

だ
さ
い
。

　
こ
れ
ら
証
明
書
の
受
け
取
り
は
、

本
人
に
限
り
ま
す
。
受
領
の
際
、
運

転
免
許
証
な
ど
の
写
真
付
き
の
証
明

書
に
よ
り
本
人
確
認
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　
印
鑑
証
明
書
の
発
行
に
は
、
印
鑑

登
録
証
の
カ
ー
ド
も
必
要
で
す
。

・
ゴ
ミ
処
理
利
用
券

　
長
下
処
分
場
、
ク
リ
ー
ン
リ
サ
イ

ク
ル
セ
ン
タ
ー
の
ゴ
ミ
処
理
利
用
券

は
、
予
約
が
な
く
て
も
発
行
で
き
ま

す
。
ま
た
、
本
人
で
な
く
て
も
受
け

取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
問
い
合
わ
せ
先

　
住
民
福
祉
課

☎
（
77
）
２
２
２
１

各
種
証
明
書
等
の
発
行

　
８
月
14
日（
土
）、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

で
成
人
式
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
今
年
は
対
象
者
22
人
中
19
人
が
出
席

し
、
小
林
村
長
か
ら
一
人
ひ
と
り
に
成
人

証
書
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
新
成
人
代
表
の
あ
い
さ
つ
を
し
た
の
は

加
賀
谷
敏
樹
さ
ん（
羽
立
）。

　
両
親
へ
の
感
謝
と
上
小
阿
仁
村
へ
の
思

い
も
込
め
な
が
ら
「
こ
れ
か
ら
は
自
分
の

力
で
前
に
進
み
、
そ
の
行
動
に
責
任
を
持

た
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
容
易

な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
の
壁
を

自
分
自
身
の
力
で
乗
り
越
え
る
こ
と
が
で

き
る
人
間
に
な
ろ
う
と
思
い
ま
す
」
と
力

強
く
宣
誓
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
来
賓
の
中
学
時
代
の
恩
師
、
嵯

峨
卓
也
先
生
が
、「
笑
顔
」・「
あ
い
さ
つ
」・

「
身
だ
し
な
み
」
を
大
切
に
す
る
よ
う
に

と
成
人
式
を
迎
え
た
教
え
子
達
へ
は
な
む

け
の
言
葉
を
贈
り
ま
し
た
。
５
年
ぶ
り
の

対
面
に
新
成
人
達
は
背
筋
を
シ
ャ
ン
と
し

て
先
生
の
言
葉
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

　
式
を
終
え
た
新
成
人
達
は
、
お
互
い
の

近
況
報
告
や
恩
師
を
囲
ん
で
中
学
時
代

の
思
い
出
話
し
に
花
を
咲
か
せ
て
い
ま
し

た
。
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武 石 彰
し ょ う た

太　ちゃん

（長信田）
齊　藤　愛

あ

　唯
い

　ちゃん

（上仏社）

　幼児歯科健診で虫歯が１本もない子ども

たちを紹介します。

　３・４歳は正しい食習慣を作る大切な時

期です。よく噛んで食べるようにしましょう。

　家族ぐるみで、食後の歯磨き習慣をつけ、

汚れのとれないところは、仕上げ磨きをし

てあげましょう。

　８月５日、中学３年生を対象に、赤ちゃんにふれあい、父

親になること、母親になることを考えるきっかけとし、また

命の尊さを学ぶためにふれあい体験が行われました。

　最初はおそるおそる赤ちゃんを「抱っこ」し、澄んだ瞳に

自然と笑顔になっていました。

　アンケートには、両親に対し

て育ててくれたことへの感謝や、

赤ちゃんと接して貴重な体験が

できたとの回答がたくさんあり

ました。

　８月２３日、放課後児童クラブでは、６月５日に食生活改

善推進員から指導を受けながらみんなで植えたカボチャを

収穫しました。

　思いのほかたくさんの収穫があり、１１月にはカボチャ

を使った料理教室を予定しています。

〜　保健センター　☎（７７）３００８　〜

のない子

虫 歯 ４　歳 ３　歳

放課後児童クラブカボチャ収穫

ふれあい体験学習
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認知症を正しく理解しよう認知症を正しく理解しよう認知症を正しく理解しよう シリーズ
❷

　区別はつきにくいものですが、次第に違いがはっきりしてきます。

認知症と加齢による物忘れの違い

　記憶障害等のある方が、周りの人間関係の中で苦しんだり、悩んだり…感情的なもつれが背景となって起
こる症状もあります。しかし、適切な治療（薬やまわりの人の対応等）により、症状が軽くなることもあります。

　○不　　眠　 日中はうたた寝、夜になると眠れず落ち着かなくなる。
　○せ ん 妄　 幻視（何もないのに虫がいる、と言う等）や幻想が現れて、しばしば興奮することもある。
　○うつ状態　 気分が落ち込んで悲しむ、何事にも意欲がない。

認知症はこんな症状が出る場合もあります

①薬物療法：症状の進行を遅らせる薬、症状を軽くする薬がある。
②症状にあわせたケアや生活指導：今までの生活リズムを保ち、できるだけ家事等も続ける。　
③心理療法：懐かしい思い出を話し合うことで脳が活性化される回想法、園芸療法、音楽療法等。
④リハビリテーション：レクレーション等で脳に刺激を与える、心身機能を保つためのリハビリ。
⑤介護も治療のひとつ：まわりの人の対応によって症状が落ち着くこともある。『安心』の環境づくりを。

認知症の治療は？

認知症の相談は？

お医者さんにかかる時…診察・検査
　まずは、かかりつけの医師に相談しましょう。専門的な検査や治療が必要な場合は紹介してくれます。
　かかりつけの医師がいない場合は、精神科・神経科・老年科等に相談しましょう。
（上小阿仁村地域包括支援センターでも医療機関を紹介いたします。電話：７７-３００８）

①本当に認知症かどうか調べる
　・問診（いつ頃から？どんな状態？等、状況を
　　　　　伝えましょう。）

②原因となる病気は何か調べる
　・一般内科的診察（運動機能、腱反射検査等）
　・血液、尿検査（全身の状態をみるために）
　・CT、ＭＲＩ（脳の変化をみるために）

○相談は無料
○認知症介護の関係者や
　介護経験者等の相談員
　が対応します。
○秘密は厳守します。

◎秋田県認知症コールセンター（秋田県長寿社会振興財団）
　電話番号　０１８－８２９－２２７５
　受付時間　午前９時～午後５時まで（日曜・祝日・年末年始を除く）

◎上小阿仁村地域包括支援センター（保健センター内）
　電話番号　０１８６－７７－３００８

認　　　　　知　　　　　症

○体験そのものを忘れる。（食べたこと自体を忘れる）
○日付や曜日、場所がわからなくなる。
○物忘れの自覚がほとんどない。
○時に作り話（つじつまを合わせる）がみられる。
○探し物は誰かに盗まれた、と思う。

加　齢　に　よ　る　物　忘　れ

○体験の一部分を忘れる。（何を食べたか忘れる）
○日付や曜日、場所等をまちがえることがある。
○物忘れの自覚をしている。
○作り話はみられない。
○探し物は努力して見つけようとする。

 早期発見・早期治療が大切！

　認知症は本人にはわかりにくいもの。受診には
必ず家族が付き添いましょう。本人を受診させる
ことが難しい場合は、まずは家族が
医師に相談するのもいいでしょう。
　対処の方法を知るいい機会にも
なります。

けん



い
つ
で
も
・
ど
こ
で
も
・
だ
れ
で
も

生
涯
学
習

い
つ
で
も
・
ど
こ
で
も
・
だ
れ
で
も

生
涯
学
習

☎60－9000

◆Ｎのために　　　　　　　　(湊　かなえ)
◆存在の美しい哀しみ　　　　(小池真理子)
◆早春の化石　　　　　　　　(柴田　哲孝)
◆栄養成分の事典　　　　　　(則岡　孝子)
◆山歩きの基本がわかる本　　(川名　　匡)
◆何とかなるさ！ままは宇宙へ行ってきます
　　　　　　　　　　　　　　(山崎　直子)

新しく入った 
本の紹介 

新しく入った 
本の紹介 

紹介した本の他にもございます。どうぞ、ご来館ください。

生涯学習週間（10/18～10/24）の土曜日（23日）

に恒例の『古本市』と『だれでも工作』を行い
ます。

　ご家庭で不要になった単行本を図書館で回
収し、当日館内で欲しい方に無料でお持ち帰
りいただきます。（残った場合は処分しますので
同意できる方に限ります）本の回収は、来月の広報
発行日から一週間の予定です。
　また、雑誌「non.no」「すてきな奥さん」等の
付録も出す予定です。
　詳細は広報10月号をお読みください。

10月恒例の『古本市』の予告です

夏休み中の学習の様子
休館日の
おしらせ

 ９月20日（月）　敬老の日
 ９月23日（木）　秋分の日
10月11日（月）　体育の日
祝日のため休館します。

と か だ よ り ん しょ 開館時間は午前９時～午後７時 

ひとり５冊まで、10日間貸出しています。 

★図書館は、生涯学習センター１階、正面玄関から入ってまっすぐ奧です。 
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展
示
作
品
と
発
表
会
参
加
者
を
募
集
し
ま
す

駅
伝
競
走
大
会

生涯学習
週　間

生
涯
学
習
村
民
の
つ
ど
い

　
10
月
18
日（
月
）か
ら
24
日（
日
）を
生
涯

学
習
週
間
と
し
て
「
生
涯
学
習
村
民
の
つ

ど
い
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
こ
の
期
間
の
展
示
作
品
及
び
最
終
日
の

学
習
発
表
会
に
参
加
す
る
グ
ル
ー
プ
を
募

集
し
ま
す
。

　
日
ご
ろ
の
学
習
成
果
を
、
こ
の
機
会
に

発
表
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

◆
作
品
展
示 

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

　
絵
画
、書
道
、俳
句
、写
真
、パ
ッ
チ
ワ
ー

ク
な
ど
、
そ
の
他
の
も
の
も
含
め
て
、
日

ご
ろ
の
学
習
の
成
果
と
な
る
作
品
を
募
集

し
ま
す
。

●
作
品
の
申
込
み

　
10
月
８
日（
金
）ま
で
に
、
作
品
の
大
き

さ
、
出
品
点
数
、
作
品
名
、
氏
名
、
集
落

名
を
公
民
館
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

●
作
品
の
搬
入

　
10
月
18
日（
月
）

　
午
前
９
時
～
正
午
ま
で

●
展
示
期
間

　
10
月
18
日（
月
）～
24
日（
日
）

◆
作
文
・
読
書
感
想
文 

─
─
─
─
─
─

　
テ
ー
マ
は
自
由
で
す
。

　
応
募
さ
れ
た
作
品
は
選
考
し
て
表
彰
い

た
し
ま
す
。

　
記
念
文
集
を
作
成
し
、
応
募
者
へ
贈
呈

　
恒
例
の
五
城
目
・
上
小
阿
仁
間
駅
伝
競

走
大
会
が
、
10
月
３
日（
日
）に
開
催
さ
れ

ま
す
。

　
今
年
は
、
五
城
目
町
か
ら
午
前
11
時

の
ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
す
。
午
後
１
時
～

２
時
こ
ろ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
前
の

ゴ
ー
ル
へ
到
着
す
る
予
定
で
す
。
皆
さ
ん

の
ご
声
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

し
ま
す
。

●
出
品
枚
数

　
四
百
字
詰
め
原
稿
用
紙
２
～
５
枚

●
内
　
容

　
題
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
を
明
記
し
て

く
だ
さ
い
。

●
作
品
の
申
込
み

　
10
月
８
日（
金
）ま
で
に
、
公
民
館
必
着

で
お
届
け
く
だ
さ
い
。

◆
学
習
発
表
会 

─
─
─
─
─
─
─
─
─

　
自
主
活
動
グ
ル
ー
プ
や
保
育
園
児
、
小

中
学
生
の
学
習
発
表
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
出
演
順
に
つ
い
て
は
公
民
館
で
決
定
し

ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

●
日
　
時

　
10
月
24
日（
日
）

　
午
前
９
時
～
正
午
ま
で

●
演
目
に
つ
い
て

　
舞
踊
は
１
グ
ル
ー
プ
に
つ
き
１
演
目
、

カ
ラ
オ
ケ
は
１
人
１
曲
ま
で
。

●
申
込
み
・
締
切
り

　
公
民
館
の
申
込
用
紙
に
記
入
の
上
、

９
月
24
日（
金
）ま
で
に
、
公
民
館
必
着
で

お
届
け
く
だ
さ
い
。

○
問
い
合
わ
せ
先

　
上
小
阿
仁
村
公
民
館

　
　
　
　
　
　
　
☎
（
60
）
９
０
０
０

　
10
月
11
日（
月
）体
育
の
日
記
念
行
事

を
開
催
し
ま
す
。

　
開
会
式
を
午
前
８
時
45
分
か
ら
、
小

沢
田
ふ
る
さ
と
公
園（
雨
天
時
は
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
内
）で
行
い
ま
す
。
お

気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
歩
こ
う
会
（
開
会
式
終
了
後
）

　
コ
ー
ス
　
ふ
る
さ
と
公
園
→
五
反
沢
→

　
　
　
　
　
杉
花
→
ふ
る
さ
と
公
園

　
　
　
　
　
　（
距
離
　
約
４
・
２
㎞
）

　●
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
（
午
前
９
時
半
）

　
場
　
所
　
ふ
る
さ
と
公
園
芝
生

　
内
　
容
　
中
学
生
以
下
の
部

　
　
　
　
　
一
般
の
部

●
ユ
ニ
カ
ー
ル
（
午
後
１
時
30
分
）

　
場
　
所
　
地
域
セ
ン
タ
ー
体
育
館

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
旧
小
沢
田
小
）

　
内
　
容
　
初
心
者
の
部
を
設
け
ま
す
。

　
　
　
　
　
初
め
て
の
方
も
是
非
ど
う
ぞ

※
当
日
、
上
ノ
岱
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
・
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
を
無
料
開
放
し
ま

す
。（
午
前
９
時
～
午
後
５
時
ま
で
）

※
雨
天
時
は
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
で

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
交
流
会
を
行
い
ま
す
。

体
育
の
日
記
念
行
事

第
45
回 

五
城
目
・
上
小
阿
仁
間
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と か だ よ り ん しょ 開館時間は午前９時～午後７時 
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お
盆
将
棋
大
会
が
８
月
21
日（
土
）
に
、

囲
碁
大
会
が
８
月
22
日（
日
）
に
そ
れ
ぞ

れ
若
者
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
将
棋
大
会
に
は
３
名
、囲
碁
大
会
に
は

７
名
が
参
加
し
、対
局
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
結
果
は
次
の
と
お
り
で
し
た
。

【
囲
碁
大
会
】

　
優
　
勝
　
小
林 

悦
蔵 

さ
ん（
北
秋
田
市
）

　
第
２
位
　
村
田 

洋
一 

さ
ん（
沖
田
面
）

　
第
３
位
　
齊
藤 

峰
𠮷 

さ
ん（
福
　
舘
）

　
将
棋
大
会
は
、
順
位
を
決
め
ず
に
交

流
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

◎
第
１
回
　
は
じ
め
て
の
パ
ソ
コ
ン

　
　
10
月
13
日（
水
）～
15
日（
金
）

◎
第
２
回
　
ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル
基
本

　
　
　
　
　
操
作
（
入
門
と
活
用
）

　
　
10
月
27
日（
水
）～
29
日（
金
）

【
時
　
　
間
】
午
後
３
時
～
５
時

【
会
　
　
場
】
地
域
セ
ン
タ
ー

【
受

講

料
】
無
　
料

【
募
集
人
数
】
各
回
７
名

【
募
集
期
限
】
９
月
30
日（
木
）

【
対
　
　
象
】
村
内
在
住
の
方

○
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　
　
上
小
阿
仁
村
公
民
館

　
　
　
　
　
　
　
☎
（
60
）
９
０
０
０

卓
球
の
つ
ど
い
─
─
─
─
─
─
─
─
─

　
９
月
14
日
、
28
日
、
30
日
、
10
月
５
日

　
　
　
　
　
　
　
　
午
前
９
時
30
分
～

　
９
月
30
日
、
10
月
７
日

　
　
　
　
　
　
　
　
午
後
７
時
30
分
～

　
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
つ
ど
い
─
─
─
─
─

　
10
月
１
日
、
８
日

　
　
　
　
　
　
　
　
午
後
７
時
30
分
～

　
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

ユ
ニ
カ
ー
ル
の
つ
ど
い
─
─
─
─
─
─

　
毎
週
木
曜
日
　
　
午
後
１
時
～

　
地
域
セ
ン
タ
ー（
旧
小
沢
田
小
）

太
鼓
の
つ
ど
い
─
─
─
─
─
─
─
─
─

　
９
月
23
日
、
10
月
６
日

　
　
　
　
　
　
　
　
午
後
７
時
30
分
～

　
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　
こ
れ
ら
に
は
公
民
館
社
会
体
育
委

託
活
動
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
参
加
希
望
者
は
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ

ン
タ
ー
へ
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

○
問
い
合
わ
せ
先

　
か
み
こ
あ
に
総
合
型
ク
ラ
ブ
事
務
局

☎
（
77
） 

２
２
２
１
　
内
線
57

か
み
こ
あ
に

総
合
型
ク
ラ
ブ

ス
マ
イ
ル
活
動
予
定

パ
ソ
コ
ン
講
座
開
催（
初
級
）

お
盆
将
棋
・
囲
碁
大
会  

試
合
結
果
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回
答

：

ご
指
摘
の
上
小
阿
仁
村
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
村
長
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
欄
に

掲
載
さ
れ
た
「
水
道
基
本
料
金
値
下
げ

の
件
」
は
、「
広
報
か
み
こ
あ
に
７
月
号
」

に
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
従
っ
て
、

公
人
と
し
て
の
村
長
が
、 

水
道
料
金
体
系

の
見
直
し
の
根
拠
を
村
民
の
皆
様
に
説
明

す
る
内
容
で
あ
っ
て
、
そ
の
限
り
で
、
新

聞
で
の
意
見
表
明
等
の
よ
う
に
、
私
人
の

私
的
考
察
を
行
っ
て
い
る
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
政
策
課
題
の
実
現
と
し
て
の
水

道
料
金
の
扱
い
、
並
び
に
そ
の
根
拠
づ
け

は
、
優
れ
て
公
的
性
格
を
帯
び
る
も
の
で

あ
っ
て
、
決
し
て
私
的
な
発
言
を
行
っ
て

い
る
も
の
で
あ
は
り
ま
せ
ん
。

　
議
論
の
常
識
と
し
て
、
村
長
が
水
道
問

題
に
つ
い
て
広
報
や
村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
公
表
す
る
内
容
を
質
問
者
が
「
私
的

な
論
拠
」
と
断
定
す
る
に
は
、
公
私
の
定

義
を
ふ
ま
え
、
定
義
に
従
っ
て
、
こ
の
部

分
が
「
私
」
で
あ
る
と
指
摘
す
る
責
任
が

あ
り
ま
す
。
質
問
者
は
、
何
を
以
て
私
的
、

ま
た
何
を
以
て
公
的
と
位
置
づ
け
ら
れ
る

の
で
す
か
。
先
ず
は
そ
の
定
義
を
お
示
し

く
だ
さ
い
。

　
更
に
、
質
問
者
は
、「
議
会
の
場
で
論

議
す
べ
き
」
と
の
仰
せ
で
あ
り
ま
す
が
、

既
に
６
月
議
会
の
場
で
説
明
を
し
、
全
員

で
審
議
し
ま
し
た
が
、
ご
理
解
い
た
だ
け

な
い
が
故
に
、
全
会
一
致
の
否
決
と
な
っ

た
経
緯
に
つ
い
て
は
、
繰
り
返
す
必
要
は

な
い
よ
う
で
あ
り
ま
す
。

さ
て
具
体
的
に
回
答
致
し
ま
す
。

《
現
状
に
つ
い
て
》

回
答

：

質
問
者
の
言
わ
れ
る
、「
周
辺
自

治
体
と
の
比
較
で
決
め
る
も
の
で
は
な

い
」
は
、
全
く
の
間
違
い
で
、
む
し
ろ
「
周

辺
自
治
体
と
の
比
較
だ
け
で
決
め
る
も

の
で
は
な
い
」
の
方
が
よ
り
正
し
い
主
張

に
な
り
ま
す
。
い
か
が
で
す
か
？
し
か
し
、

当
局
は
、
周
辺
自
治
体
と
の
比
較
だ
け
で

決
め
て
は
い
ま
せ
ん
。
６
月
の
全
員
協
議

会
で
議
員
の
皆
さ
ま
に
配
布
し
、
審
議
し

た
資
料
、
そ
し
て
７
月
の
広
報
（
12
～
16

頁
）
及
び
８
月
の
広
報
（
10
～
11
頁
）
を

ご
参
照
く
だ
さ
い
。

　
こ
こ
で
は
、
周
辺
自
治
体
の
み
な
ら
ず
、

秋
田
市
を
含
む
11
の
自
治
体
を
挙
げ
て

お
り
ま
す
。
周
辺
自
治
体
と
の
比
較
、
あ

る
い
は
秋
田
県
の
多
く
の
自
治
体
の
料
金

体
系
を
参
考
に
す
る
こ
と
は
行
政
の
手
法

と
し
て
、
ご
く
常
識
的
で
あ
り
、
正
当
化

さ
れ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
他
、
様
々
な
比
較
を
行
い
な
が
ら
、

総
合
的
に
判
断
す
る
こ
と
は
不
可
欠
で
あ

り
ま
す
。
当
局
は
、
そ
の
よ
う
な
総
合
判

断
の
結
果
、
料
金
体
系
の
見
直
し
を
し
た

も
の
で
あ
り
ま
す
。

回
答

：

質
問
者
の
こ
の
主
張
も
同
様
に
実

態
を
正
し
く
認
識
し
て
い
な
い
結
果
の
間

違
い
で
あ
り
ま
す
。
①
の
質
問
と
同
様
に

「
村
民
の
平
均
所
得
だ
け
で
決
め
る
も
の

で
は
な
い
」
が
よ
り
正
し
い
表
現
で
す
。

　
し
か
し
、
こ
の
点
に
つ
い
て
も
当
局
は
、

村
民
の
平
均
所
得
だ
け
で
決
め
て
は
い
ま

せ
ん
が
、
や
は
り
料
金
設
定
に
お
い
て
は
、

村
民
の
平
均
所
得
も
重
要
視
し
て
お
り
ま

す
。

　
つ
ま
り
、
平
均
所
得
の
低
い
自
治
体
は
、

相
対
的
に
所
得
の
低
い
層
の
割
合
が
大
き

い
自
治
体
で
も
あ
り
ま
す
。

そ
の
場
合
に
基
本
料
金
を
高
く
設
定
す
る

こ
と
は
、
誠
に
非
社
会
的
、
不
公
正
な
政

策
で
あ
っ
て
、
こ
れ
は
是
正
の
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　
結
局
は
、
自
治
体
の
平
均
所
得
も
参

考
に
し
な
が
ら
、
総
合
判
断
の
結
果
の
料

金
設
定
で
あ
り
ま
す
。

　
公
共
料
金
は
、
優
れ
て
利
用
者
全
体
の

所
得
状
況
を
重
視
す
べ
き
も
の
で
あ
る
こ

と
は
常
識
か
と
考
え
ま
す
。

　
公
共
料
金
や
税
金
の
賦
課
は
、
所
得
の

①
水
道
の
基
本
料
金
と
い
う
も
の

は
周
辺
自
治
体
と
の
比
較
で
決
め

る
も
の
で
は
な
い
。

◇
長
井
直
人
議
員
の
一
般
質
問

　
公
共
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
私
的

な
論
拠
や
構
想
を
公
表
す
る
こ
と

は
い
か
が
な
も
の
か
。
議
会
の
場

で
議
論
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

②
水
道
の
基
本
料
金
は
、
村
民
の
平

均
所
得
で
決
め
る
も
の
で
は
な
い
。

平成22年度
第４回

村議会定例会

村
長
答
弁

一
般
質
問
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多
寡
を
無
視
し
て
行
わ
れ
て
は
な
り
ま
せ

ん
。

回
答

：

質
問
者
の
上
記
の
主
張
が
間
違
っ

て
い
る
証
拠
を
示
し
ま
し
ょ
う
。

　
上
記
の
反
対
の
主
張
を
提
示
す
れ
ば
、

「
国
民
年
金
生
活
者
へ
配
慮
し
な
い
料
金

設
定
は
、
公
平
で
あ
る
」
と
な
り
、
ま
っ

た
く
意
味
を
な
さ
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。

　
当
局
は
、
当
然
の
こ
と
に
、
国
民
年
金

生
活
者
に
配
慮
し
て
お
り
ま
す
が
、
そ
れ

ば
か
り
で
は
な
く
、
そ
れ
以
外
に
多
く
の

失
業
者
や
体
調
不
良
に
苦
し
む
人
々
に
も

配
慮
し
て
、
総
合
的
に
判
断
し
た
結
果
、

基
本
料
金
と
超
過
料
金
を
設
定
し
た
わ

け
で
す
。

　
つ
ま
り
、
秋
田
県
で
最
高
基
本
料
金
グ

ル
ー
プ
に
属
す
る
基
本
料
金
を
あ
る
程

度
下
げ
（
10
立
方
メ
ー
タ
ー
２
，６
２
５

円
か
ら
５
立
方
メ
ー
タ
ー
１
，６
８
０
円

に
！
）、
超
過
料
金
を
１
立
方
メ
ー
タ
ー

53
円
（
秋
田
県
で
一
番
低
い
）
か
ら
95
円

（
そ
れ
で
も
最
低
料
金
グ
ル
ー
プ
に
入
る
］

に
改
正
し
た
の
で
す
。

　
し
か
も
こ
れ
に
よ
っ
て
、
村
営
水
道
の

収
入
総
額
は
ほ
ぼ
変
わ
り
ま
せ
ん
。

従
っ
て
、
基
金
取
り
崩
し
の
時
期
も
現
行

料
金
で
も
、
改
定
料
金
で
も
変
わ
り
は

あ
り
ま
せ
ん
。
新
し
い
料
金
設
定
こ
そ
が
、

む
し
ろ
現
在
よ
り
も
、
よ
り
公
平
と
思
わ

れ
ま
す
が
、
い
か
が
で
す
か
。

　
つ
ま
り
、
経
済
弱
者
が
安
心
し
て
使
え

る
水
道
の
実
現
を
改
定
料
金
は
目
指
し
て

い
ま
す
。
そ
れ
と
も
、
質
問
者
は
、
現
行

料
金
体
系
こ
そ
が
公
平
と
主
張
さ
れ
ま
す

か
。
も
し
そ
う
な
ら
ば
そ
の
根
拠
を
お
示

し
く
だ
さ
い
。
そ
れ
と
も
質
問
者
は
、「
国

民
年
金
生
活
者
に
配
慮
し
な
い
料
金
設

定
こ
そ
公
平
で
あ
る
」
と
お
考
え
で
す
か
。

そ
の
根
拠
は
ど
う
で
す
か
。

回
答

：

「
前
の
料
金
設
定
で
は
な
く
、
現

在
の
料
金
の
設
定
の
こ
と
と
理
解
し
て
お

り
ま
す
が
」

　
し
か
し
、
質
問
者
は
、
広
報
か
み
こ
あ

に
７
月
号
の
内
容
を
正
し
く
理
解
し
て
お

ら
れ
な
い
よ
う
で
あ
り
ま
す
。
そ
う
で
な

け
れ
ば
、
こ
れ
ま
で
、
①
か
ら
③
ま
で
の

主
張
が
出
な
い
は
ず
で
あ
り
ま
す
。

　
さ
て
、
検
証
と
申
さ
れ
ま
す
と
、
料
金

設
定
に
至
る
歴
史
的
背
景
に
つ
い
て
知
り

た
い
の
か
、
あ
る
い
は
そ
の
正
当
性
に
つ

い
て
検
証
す
べ
き
か
よ
く
わ
か
り
ま
せ
ん
。

仮
に
前
者
［
料
金
設
定
に
至
る
歴
史
的
背

景
］
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
比
較
的
短
期
間

の
間
に
、
大
量
の
水
道
工
事
を
行
っ
た
こ

と
に
よ
り
、
借
金
返
済
の
必
要
に
迫
ら
れ
、

そ
の
心
理
的
重
圧
下
に
於
い
て
、
秋
田
県

で
一
番
高
い
基
本
料
金
を
設
定
し
た
も
の

と
推
定
さ
れ
ま
す
。

　
し
か
し
、
実
は
そ
う
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
必
然
性
は
な
か
っ
た
の
で
あ
り
ま

す
。
基
本
料
金
を
秋
田
県
で
最
高
額
に

設
定
す
る
代
わ
り
に
、
現
行
料
金
を
比
較

的
低
く
抑
え
、
そ
れ
に
代
わ
る
収
入
と
し

て
、
超
過
１
立
方
メ
ー
タ
ー
毎
に
秋
田
県

で
恐
ら
く
は
最
低
額
の
53
円
か
ら
95
円
に

上
げ
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。
95
円
で
も

秋
田
県
下
で
最
も
低
い
料
金
グ
ル
ー
プ
に

抑
え
て
あ
り
ま
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
水

道
収
入
総
額
は
お
お
む
ね
現
行
通
り
と

算
定
さ
れ
ま
す
。
人
口
減
に
加
え
、
一
定

額
の
修
理
代
を
参
入
し
て
一
定
期
間
毎
に

見
直
し
を
し
て
い
け
ば
、
私
は
5
年
程
度

の
期
間
が
適
当
と
考
え
て
い
ま
す
が
、
将

来
状
況
に
十
分
に
対
応
で
き
る
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　
な
お
村
の
新
料
金
体
系
は
、
未
だ
に

加
入
し
て
い
な
い
、
沖
田
面
の
水
道
料
金

体
系
に
、
非
常
に
近
い
も
の
で
あ
り
ま
す
。

沖
田
面
を
選
挙
地
盤
と
さ
れ
る
議
員
諸

氏
は
、
当
然
の
こ
と
に
、
自
ら
の
地
域
の

水
道
料
金
体
系
が
現
行
村
営
水
道
の
料

金
体
系
よ
り
も
域
内
住
民
に
と
っ
て
喜
ば

し
い
料
金
体
系
で
あ
る
と
看
做
し
て
お
い

で
の
こ
と
と
推
定
さ
れ
ま
す
。
そ
う
で
あ

る
な
ら
ば
、
村
の
改
善
提
案
に
何
故
に
反

対
さ
れ
る
か
、
理
解
に
苦
し
み
ま
す
。
村

の
水
道
事
業
に
加
入
せ
ず
、
低
い
基
本
料

金
を
続
け
、
そ
の
低
い
料
金
体
系
に
限
り

な
く
近
づ
け
よ
う
と
し
て
い
る
村
の
改
善

策
に
全
員
で
反
対
す
る
議
員
諸
氏
の
行

為
は
、
村
民
の
多
く
は
理
解
が
困
難
と
思

わ
れ
ま
す
。
村
営
水
道
利
用
者
の
７
割
以

上
の
人
々
の
喜
び
に
背
を
向
け
る
根
拠
を

明
白
に
示
す
責
任
が
あ
り
ま
す
。
議
員
諸

氏
が
「
自
分
の
家
の
水
道
料
金
が
高
く
な

る
か
ら
」
な
ど
と
い
う
理
由
付
け
は
、
よ

も
や
あ
る
ま
い
と
私
は
信
じ
て
お
り
ま

す
。
水
道
を
多
く
使
う
家
庭
は
、
人
数
が

多
く
、
高
校
生
ま
で
の
子
供
を
抱
え
て
お

り
、
複
数
の
稼
ぎ
手
が
居
る
家
庭
が
ほ
ぼ

全
体
像
で
す
。
す
な
わ
ち
原
則
的
に
合
算

所
得
の
高
い
家
庭
で
あ
り
ま
す
。

　
議
員
諸
氏
は
、
は
っ
き
り
と
し
た
反
対

の
理
由
を
今
一
度
、
当
局
と
村
民
に
わ
か

り
易
く
説
明
す
る
義
務
が
議
員
の
側
に
あ

り
ま
す
。（
広
報
か
み
こ
あ
に
７
月
号
16

頁
参
照
）

④
不
公
正
か
ど
う
か
は
、
そ
の
料

金
設
定
次
第
。
前
の
料
金
設
定
の

検
証
［
が
必
要
？
］

③
国
民
年
金
生
活
者
へ
配
慮
し
た

料
金
設
定
は
、
逆
に
公
平
性
に
欠

け
る
。
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《
改
善
提
案
に
つ
い
て
》

回
答

：

ナ
ン
セ
ン
ス
と
言
う
言
葉
は
、
本

来
部
分
否
定
で
は
な
く
、
村
当
局
の
改
善

提
案
の
全
面
否
定
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は

価
値
評
価
で
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
価
値

評
価
は
、
総
合
判
断
の
結
果
で
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
質
問
者
は
、
総
合
判
断
を

や
っ
た
結
果
、
こ
の
全
面
否
定
を
や
っ
て

い
る
の
で
す
か
。

　
質
問
者
は
、
公
平
性･

平
等
性
と
い
う

言
葉
を
理
解
さ
れ
た
上
で
使
っ
て
お
ら
れ

る
と
い
う
前
提
で
、
用
例
を
挙
げ
て
、
お

応
え
い
た
し
ま
す
。

　
先
ず
「
公
平
性
」
に
つ
い
て
説
明
し
ま

す
が
、
例
え
ば
、
所
得
が
低
く
、
使
う
水

の
量
が
少
な
い
人
に
対
し
、
県
内
で
最
高

の
基
本
料
金
を
求
め
る
こ
と
は
、
公
平
な

政
策
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
従
っ
て
、
村
当

局
の
水
道
改
善
提
案
は
、
水
道
基
本
料

金
の
基
本
水
量
を
10
立
方
か
ら
５
立
方

に
下
げ
、
２
，６
２
５
円
か
ら
１
，６
８
０

円
に
下
げ
、
超
過
料
金
１
立
方
を
従
来
の

53
円
か
ら
95
円
に
改
定
す
る
も
の
で
あ
り

ま
す
。
尚
参
考
ま
で
に
申
し
上
げ
ま
す
が
、

超
過
料
金
１
立
方
53
円
は
、
秋
田
県
の
自

治
体
で
最
低
料
金
で
あ
り
、
た
と
え
こ
れ

が
95
円
に
値
上
げ
さ
れ
て
も
、
秋
田
県
の

平
均
よ
り
も
は
る
か
に
低
い
料
金
に
抑
え

ら
れ
て
お
り
ま
す
。
論
理
的
思
考
が
出
来

る
方
々
は
、
基
本
料
金
を
相
対
的
に
下
げ
、

超
過
料
金
を
相
対
的
に
上
げ
る
改
善
提

案
が
従
来
の
料
金
体
系
に
比
べ
、
よ
り
公

平
で
あ
る
事
を
ご
理
解
い
た
だ
け
る
と
思

い
ま
す
。

　
平
等
と
い
う
概
念
に
は
、
数
学
的
平
等

と
比
例
的
平
等
が
存
在
す
る
こ
と
に
つ
い

て
は
、
既
に
２
千
数
百
年
前
に
ギ
リ
シ
ャ

の
政
治
哲
学
者
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
が
述
べ

て
お
り
ま
す
。
今
般
の
「
平
等
性
に
欠
け

る
」
と
言
う
質
問
者
の
発
言
が
、
前
記
の

二
つ
の
概
念
の
ど
ち
ら
を
意
味
し
て
い
る

か
定
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
一
応
そ
の

両
方
を
意
味
し
て
い
る
と
前
提
し
て
説
明

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
数
学
的
平
等
に
関
し
て
は
，
例
え
ば

選
挙
に
於
け
る
一
人
１
票
が
ま
さ
に
数

学
的
平
等
で
す
。
比
例
的
平
等
の
典
型

的
用
例
は
，
累
進
課
税
制
度
で
あ
り
ま

す
。
年
収
の
高
い
人
に
は
、
所
得
の
累
進

率
が
高
く
な
り
ま
す
。
こ
れ
が
比
例
的
平

等
の
適
用
例
で
す
。
さ
て
こ
の
両
平
等
概

念
を
水
道
料
金
に
適
用
し
ま
す
と
、
基

本
料
金
算
定
量
を
10
立
方
と
し
10
立
方

以
上
使
う
人
に
も
、
５
立
方
以
下
し
か
使

わ
な
い
人
に
も
２
，６
２
５
円
徴
収
す
る

こ
と
は
、
数
学
的
平
等
に
反
す
る
ば
か
り

か
、
比
例
的
平
等
に
も
反
し
ま
す
。
何
故

な
ら
、
10
立
方
で
２
，６
２
５
円
は
、
１

立
方
２
６
２
・
５
円
に
つ
き
ま
す
し
、
５

立
方
以
下
の
人
は
、
本
来
多
く
と
も
半
分

の
１
３
１
２
・
５
円
以
下
で
あ
れ
ば
、
数

学
的
平
等
に
合
致
す
る
か
ら
で
す
。
つ
ま

り
10
立
方
以
上
使
う
人
の
基
本
料
金

〈
２
，６
２
５
円
〉
は
、
５
立
方
以
下
し
か

使
わ
な
い
小
口
消
費
者
の
犠
牲
の
上
に
、

成
り
立
っ
て
お
り
、
そ
の
限
り
で
比
例
的

平
等
に
も
反
し
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
５
立
方
を
基
本
料
金
の
算

定
基
準
と
し
、
１
，６
８
０
円
と
す
れ
ば
、

数
学
的
平
等
は
，
５
立
方
ま
で
は
、
利
用

者
全
員
が
平
等
に
負
担
す
る
こ
と
に
な

り
、
１
立
方
当
た
り
３
３
６
円
と
な
り
ま

す
。
問
題
は
、
５
立
方
以
上
消
費
す
る
家

庭
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
が
、
例
え
ば
超

過
料
金
１
立
方
あ
た
り
３
３
６
円
を
適
用

す
れ
ば
、
全
く
均
一
の
数
学
的
平
等
は
維

持
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
こ
れ
は
、
大
口
消

費
者
に
と
っ
て
は
余
り
に
も
不
利
で
、
村

当
局
が
調
べ
た
限
り
、
秋
田
県
内
で
も
こ

れ
ほ
ど
高
い
超
過
料
金
を
設
定
し
て
い
る

自
治
体
は
あ
り
ま
せ
ん
。
最
高
が
五
城
目

の
１
立
方
　
３
１
５
円
、
最
低
の
秋
田
市

が
１
立
方
あ
た
り
、
10
立
方
ま
で
は
57
円
、

10
立
方
超
20
立
方
ま
で
１
４
１
円
、
20
立

方
超
50
立
方
ま
で
は
１
９
９
円
で
す
。
村

当
局
の
改
善
提
案
の
超
過
料
金
は
１
立
方 

95
円
で
、
そ
れ
で
も
最
も
低
い
料
金
グ

ル
ー
プ
属
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
を
知
る

為
に
も
、
周
辺
自
治
体
あ
る
い
は
県
内
の

自
治
体
の
料
金
体
系
を
参
考
に
す
る
こ
と

は
極
め
て
常
識
的
な
調
査
手
法
で
あ
り
ま

す
。

　
結
論
を
申
し
上
げ
れ
ば
、
質
問
者
の
価

値
評
価
に
よ
る
‐
「
ナ
ン
セ
ン
ス
、
公
平

性
、平
等
性
に
欠
け
る
」
と
の
主
張
は
、「
経

済
弱
者
に
は
軽
く
、
経
済
的
に
恵
ま
れ
た

人
に
は
応
分
の
ご
負
担
を
い
た
だ
く
」
と

い
う
極
め
て
ノ
ー
マ
ル
な
世
界
の
常
識
で

あ
り
、
こ
の
よ
う
な
、
お
そ
ら
く
小
学
生

で
も
理
解
可
能
な
常
識
を
理
解
で
き
な
い

結
果
を
意
味
し
て
お
り
ま
す
。（
広
報
か

み
こ
あ
に
７
月
号
13
頁
参
照
）

回
答

：

村
当
局
は
、
村
営
水
道
の
総
収
入

の
維
持
に
配
慮
す
る
事
に
加
え
、
適
宜
、

見
直
し
を
か
け
、
先
ほ
ど
も
申
し
ま
し
た

通
り
、
５
年
を
想
定
し
て
い
ま
す
が
、
事

態
の
急
変
に
備
え
る
こ
と
に
し
て
お
り
ま

②
村
の
現
状
と
今
後
の
人
口
推
移
。

Ｈ
22
年
３
月
作
成
の
水
道
ビ
ジ
ョ

ン
に
沿
っ
た
計
画
を
総
収
入
の
維

持
だ
け
で
本
当
に
大
丈
夫
か
。

①
ナ
ン
セ
ン
ス
。
本
来
の
水
道
料

金
と
し
て
の
公
平
性･

平
等
性
に

欠
け
て
い
る
。
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す
。
そ
れ
で
も
不
十
分
と
思
わ
れ
、
し
か

も
不
十
分
と
主
張
さ
れ
る
場
合
に
は
、
そ

の
根
拠
を
お
示
し
願
い
た
い
と
存
じ
ま
す
。

回
答

：

村
当
局
は
、
こ
れ
ま
で
、
再
三
に

わ
た
っ
て
、
高
い
基
本
料
金
と
低
い
超
過

料
金
が
、
収
入
の
低
い
人
々
（
経
済
弱
者
）

の
負
担
を
異
常
に
重
く
し
、
そ
の
限
り
で
、

社
会
的
に
不
公
正･

不
平
等
で
あ
る
と
説

明
し
、
そ
れ
故
に
こ
の
体
系
の
是
正
を
提

唱
し
、
そ
の
根
拠
を
説
明
し
て
ま
い
り
ま

し
た
。
そ
れ
と
も
、
質
問
者
は
、
村
の
現

行
水
道
料
金
体
系
が
秋
田
県
で
ベ
ス
ト
で

あ
り
、
是
正
の
必
要
が
全
く
無
い
と
で
も

主
張
す
る
お
つ
も
り
で
す
か
。
そ
う
で
あ

る
と
す
る
な
ら
ば
、
沖
田
面
の
住
民
で
あ

る
質
問
者
が
、
ど
う
し
て
沖
田
面
の
料
金

体
系
を
止
め
、
村
の
現
行
体
制
に
加
入
す

る
主
張
を
行
わ
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。
両

者
の
ど
ち
ら
も
改
定
の
必
要
が
な
い
と
で

も
主
張
す
る
お
つ
も
り
で
す
か
。
そ
う
で

あ
る
と
す
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
態
度
は
議

員
と
し
て
、
あ
ま
り
に
も
無
責
任
極
ま
り

な
い
こ
と
に
な
り
ま
せ
ん
か
。

質
問
の
内
容
が
自
己
矛
盾
に
陥
っ
て
は
、

議
論
に
な
り
ま
せ
ん
。

　
更
に
「
視
点
が
ず
れ
て
い
る
」
と
の
質

問
者
の
主
張
は
、
一
方
的
な
価
値
評
価
で

あ
り
ま
す
。
そ
れ
に
は
根
拠
が
必
要
で
す
。

如
何
な
る
根
拠
を
お
持
ち
で
す
か
。
ど

の
部
分
の
視
点
が
ど
の
よ
う
に
ず
れ
て
い

る
の
で
し
ょ
う
か
、
し
か
も
そ
の
根
拠
は

い
か
が
で
す
か
。
先
ず
質
問
者
の
説
明
の

後
に
、
こ
れ
に
お
応
え
い
た
し
ま
す
。
根

拠
の
な
い
価
値
評
価
は
、
聞
く
者
に
と
っ

て
、
単
な
る
「
無
責
任
な
言
い
た
い
放
題
」

と
い
う
評
価
に
な
り
ま
し
ょ
う
。
議
会
は
、

そ
の
よ
う
な
発
言
の
場
で
は
な
い
こ
と
を

ご
理
解
い
た
だ
か
な
く
て
は
、
議
会
の
資

質
が
問
わ
れ
る
こ
と
に
も
な
り
か
ね
ま
せ

ん
。
価
値
評
価
の
根
拠
が
示
さ
れ
る
べ
き

で
あ
り
ま
す
。

回
答

：

質
問
者
は
、
ご
自
分
の
質
問
内
容

を
は
っ
き
り
と
理
解
さ
れ
た
上
で
、
質
問

さ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
先
ず
村
当
局
が
、
総
務
省
基
準
を
大

幅
に
上
回
る
一
般
会
計
繰
出
金
を
出
し
続

け
て
い
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
、
前
政
権

が
比
較
的
短
期
間
の
間
に
、
多
く
の
上

下
水
道
工
事
を
行
っ
た
結
果
で
あ
り
ま

す
。
現
政
権
は
前
の
客
観
的
財
政
の
実
態

に
否
応
な
く
し
ば
ら
れ
ま
す
が
、
し
か
し
、

こ
れ
と
て
全
面
的
か
つ
細
部
に
至
る
ま
で

拘
束
さ
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
上

水
道
の
料
金
体
系
の
部
分
的
是
正
も
そ
の

一
環
で
あ
り
ま
す
。

　
な
お
総
務
省
の
基
準
と
い
っ
て
も
絶
対

的
な
も
の
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
自
治

体
の
実
情
に
合
わ
せ
て
、
多
少
の
修
正･

調
整
は
行
政
上
可
能
と
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
既
に
上
下
水
道
事

業
の
為
の
起
債
を
行
う
時
点
で
、
国･

県

と
の
間
で
了
解
済
み
の
は
ず
で
あ
り
ま
す

し
、
そ
の
時
々
の
議
員
が
承
認
し
て
き
た

は
ず
で
あ
り
ま
す
。
そ
れ
と
も
、
質
問
者

へ
の
情
報
提
供
者
は
、
異
な
る
見
解
を
質

問
者
に
述
べ
て
い
る
の
で
す
か
。

　
一
般
会
計
か
ら
の
支
出
は
、
既
定
の
も

の
で
あ
り
、
水
道
料
金
が
不
足
し
て
い
る

た
め
に
繰
り
入
れ
て
い
る
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
国
が
、
交
付
金
の
削
減
に
よ
っ

て
、
客
観
的
に
不
利
な
状
況
を
作
り
出
し

て
い
る
現
況
で
は
、
ピ
ー
ク
時
の
3
分
の

2
程
度
に
減
額
さ
れ
て
い
る
一
般
会
計
に

占
め
る
水
道
繰
入
の
割
合
［
％
］
は
、
当

然
上
昇
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
国
、

県
、
村
当
局
、
村
議
会
が
私
の
就
任
以
前

に
決
め
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
私
は
、
返

済
計
画
の
実
行
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
お
る

首
長
で
あ
り
ま
す
。

　
国
［
総
務
省
］
の
指
針
に
つ
い
て
、
優

先
順
位
を
つ
け
、
多
少
の
超
過
を
行
く
こ

と
は
、
市
町
村
首
長
の
裁
量
事
項
に
入
る

と
理
解
し
て
お
り
ま
す
。
更
に
、
国
、
県
、

村
当
局
、
村
議
会
が
今
さ
ら
、
違
反
を
う

ん
ぬ
ん
す
る
立
場
に
は
な
い
と
存
じ
ま
す
。

従
っ
て
、
違
反
の
追
及
が
あ
る
と
は
考
え

ら
れ
ま
せ
ん
。
現
実
に
、
こ
の
点
に
つ
い

て
、
国
、
県
か
ら
の
連
絡
も
あ
り
ま
せ
ん
。

ご
安
心
く
だ
さ
い
。

回
答

：

上
小
阿
仁
村
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
は
、

人
口
減
と
少
子
高
齢
化
を
あ
る
程
度
踏
ま

④
現
状
の
簡
易
水
道
事
業
特
別
会

計
自
体
、
総
務
省
が
指
導
す
る
地

方
公
営
企
業
繰
出
金
の
基
準
を
大

幅
に
上
回
る
一
般
会
計
繰
出
金
に

つ
い
て
ど
う
と
ら
え
て
い
る
か
。

⑤
「
上
小
阿
仁
村
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
」

を
踏
ま
え
た
水
道
料
金
改
定
に

な
っ
て
い
る
か
。

人
口
減
と
少
子
高
齢
化
に
よ
る
、

水
道
料
金
の
減
少
を
踏
ま
え
た
、

経
営
維
持
の
為
の
料
金
設
定
な
の

か
。
現
行
料
金
設
定
を
紐
解
き
な

が
ら
、
今
回
の
料
金
算
定
根
拠
を

提
示
願
い
た
い
。

③
問
題
は
、
高
い
基
本
料
金
と
、

低
い
超
過
料
金
を
是
正
す
る
事
で

は
な
い
。
視
点
が
ず
れ
て
い
る
。
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え
た
上
で
策
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ

に
状
況
の
変
化
に
応
じ
て
適
宜
見
直
し
が

行
わ
れ
る
事
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
つ
ま

り
、
あ
ら
ゆ
る
長
期
計
画
に
は
、一
定
［
適

宜
］
の
見
直
し･
調
整
が
行
わ
れ
る
事
が

前
提
と
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
に
加
え
、

今
般
の
料
金
改
定
は
、
従
来
の
水
道
料
金

総
収
入
の
維
持
を
、
具
体
的
に
は
、
基
本

料
金
低
下
に
基
づ
く
減
収
を
追
加
料
金

上
昇
に
基
づ
く
増
収
に
よ
る
バ
ラ
ン
ス
を

目
指
す
も
の
で
あ
り
ま
す
。（
広
報
か
み

こ
あ
に
７
月
号
13
頁
参
照
）

回
答

：

ご
参
考
ま
で
に
申
し
上
げ
ま
す
。

行
政
サ
ー
ビ
ス
に
は
優
れ
て
時
間
的
要

素
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
事
で
す
。
水
道

料
金
改
正
問
題
は
、
既
に
２
月
と
５
月
に

村
簡
易
水
道
等
連
絡
協
議
会
に
資
料
が

提
出
さ
れ
（
水
道
料
金
の
改
正
に
つ
い
て

（
案
）：
２
月
25
日
：
５
月
27
日
）、
審
議

さ
れ
、
了
承
さ
れ
て
お
り
ま
す
。（
広
報

か
み
こ
あ
に
７
月
号
14
頁
参
照
）

　
し
か
も
そ
こ
で
は
、
２
月
に
は
二
人
、

５
月
に
は
一
人
の
議
員
が
こ
の
協
議
に
参

加
し
て
お
り
、
２
月
に
指
摘
さ
れ
た
事
項

を
踏
ま
え
、
５
月
に
資
料
を
整
え
、
修
正

提
案
し
、
協
議
会
の
同
意
を
得
て
お
り
ま

す
。
そ
の
上
で
、
６
月
議
会
に
提
出
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
際
、
そ
れ
に
先
立
つ
６
月

４
日
の
全
員
協
議
会
に
、
以
下
の
資
料
が

提
出
さ
れ
ま
し
た
。〈
資
料
：
長
期
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
、
総
使
用
水
量
・
総
戸
数
、

改
定
案
〉

　
私
は
、
料
金
改
正
の
内
容
が
重
要
で
あ

る
が
故
に
こ
と
を
急
ぐ
べ
き
で
な
い
と
言

う
主
張
を
正
し
い
と
は
考
え
ま
せ
ん
。
重

要
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
事
を
急
ぐ
べ
き
な

の
で
す
。
沖
田
面
に
居
住
す
る
議
員
諸
氏

が
、
低
い
基
本
料
金
10
立
方
で
１
，６
８
０

円
を
享
受
し
、
当
該
地
域
の
料
金
体
系
に

可
能
な
限
り
近
づ
け
よ
う
と
す
る
村
当
局

に
対
し
、
水
道
料
金
と
下
水
道
料
金
と

の
一
括
解
決
や
慎
重
審
議
を
条
件
づ
け
案

件
が
結
果
的
に
引
き
伸
ば
し
さ
れ
る
事
は
、

全
く
許
さ
れ
ざ
る
事
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

当
該
地
域
の
住
民
た
る
議
員
も
村
内
水

道
の
村
経
営
化
を
承
認
し
た
経
緯
が
あ
り
、

そ
の
上
で
自
分
の
地
域
だ
け
は
低
料
金
、

独
自
の
水
道
を
継
続
す
る
態
度
は
、
あ
ま

り
良
い
印
象
を
受
け
ま
せ
ん
が
、
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

　
と
も
あ
れ
、
選
出
基
盤
が
ど
こ
で
あ
れ
、

議
員
の
中
で
、
こ
の
改
善
提
案
を
引
き
伸

ば
す
決
定
を
す
る
方
々
を
村
民
の
多
数
は

信
用
で
き
な
い
と
感
じ
て
い
る
よ
う
で
あ

り
ま
す
。
議
員
諸
氏
の
引
き
伸
ば
し
行
為

は
、
沖
田
面
を
除
い
た
村
営
水
道
参
加
者

の
約
70
％
の
利
益
に
反
す
る
行
為
で
あ
り

ま
す
。
村
民
は
、
議
員
諸
氏
の
一
挙
一
動

を
観
察
し
て
お
り
ま
す
。

　
前
政
権
が
水
道
料
金
を
決
定
し
て
か

ら
、
既
に
４
・
５
年
以
上
に
な
り
ま
す
。

そ
れ
ほ
ど
に
月
日
が
過
ぎ
て
い
る
に
も
拘

ら
ず
、
そ
の
当
時
村
営
水
道
へ
の
統
合
決

定
に
参
加
し
た
議
員
６
名
を
含
め
て
、
全

て
の
議
員
諸
氏
が
村
当
局
の
料
金
改
定
に

反
対
す
る
態
度
の
背
景
に
は
、
何
が
あ
る

の
で
し
ょ
う
か
。
お
一
人
お
一
人
の
意
見

を
う
か
が
い
た
い
も
の
で
あ
り
ま
す
。

答
弁

：

少
子
高
齢
化
が
進
み
、
集
落
と
し

て
の
機
能
低
下
が
危
惧
さ
れ
る
本
村
に

と
っ
て
、
当
然
、
集
落
の
活
性
化
を
図
っ

て
い
く
こ
と
は
必
要
不
可
欠
で
あ
り
、
そ

の
対
策
が
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。

　
集
落
の
活
性
化
、
地
域
の
活
性
化
、
団

体
・
グ
ル
ー
プ
の
活
性
化
が
村
の
活
性
化

に
つ
な
が
っ
て
い
く
も
の
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

１
点
目
に
つ
い
て

  

提
案
型
事
業
に
つ
い
て
は
、
地
域
の
活

性
化
、
村
の
活
性
化
等
に
つ
い
て
、
ご
自

由
に
ど
し
ど
し
ご
提
案
い
た
だ
け
れ
ば
と

思
い
、
物
産
セ
ン
タ
ー
入
口
に
提
案
箱
を

集
落
・
村
の
活
性
化
の
た
め
に
若

者
の
発
起
を
促
す
政
策
を

１
．
村
独
自
の
各
種
団
体
、
グ
ル
ー

プ
等
提
案
型
新
規
事
業
の
予
算

化
、
年
間
一
定
額
を
分
割
し
て

（
例
100
万
円
を
50
万
円
、
30
万
円
、

10
万
円
、
5
万
円
×
2
口
の
5

組
）
の
補
助
。

２
．
村
単
独
で
の
集
落
行
事
、
伝

統
芸
能
へ
の
活
動
支
援
や
広
報

支
援
、
活
性
化
支
援
金
の
交
付
。

３
．
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
と
国
や
県

の
交
付
金
、
補
助
制
度
の
照
会

と
斡
旋
。
行
政
と
若
者
の
接
点

作
り
。

⑥
今
回
の
提
案
に
つ
い
て
は
、
内

容
の
重
要
性
の
割
り
に
、
こ
と
を

運
ぶ
の
が
余
り
に
も
早
急
す
ぎ
る
。

も
っ
と
議
論
を
し
て
内
容
を
精
査

し
、
上
水（
道
）の
み
に
関
わ
ら
ず
、

農（
業
）
集（
落
排
水
）、
下
水（
道
）

と
併
せ
て
じ
っ
く
り
協
議
す
べ
き
。
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設
置
し
て
お
り
ま
す
が
、
な
か
な
か
ご
提

案
が
無
い
の
が
現
状
で
あ
り
ま
す
。

　
大
変
に
良
い
ご
提
案
で
あ
り
ま
す
の

で
、
補
助
制
度
を
導
入
し
て
い
く
た
め
に

も
、
補
助
金
の
交
付
要
綱
の
制
定
が
必
要

で
あ
り
、
も
し
、
制
定
す
る
と
し
た
場
合
、

対
象
事
業
の
範
囲
、
補
助
金
の
額
、
審
査

会
等
ど
の
よ
う
な
要
綱
の
内
容
に
し
て
い

く
の
か
、
議
会
と
も
協
議
し
な
が
ら
、
早

急
に
検
討
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

２
点
目
に
つ
い
て

　
集
落
行
事
も
高
齢
化
（
45
・
６
％
：
県

長
寿
社
会
課
22
年
度
公
表
）
の
進
行
に

伴
い
、
徐
々
に
実
施
で
き
な
く
な
っ
て
き

て
い
る
の
が
現
状
で
あ
り
、
ま
た
、
現
在
、

村
の
無
形
文
化
財
と
し
て
、
小
沢
田
駒
踊

り
保
存
会
、
大
林
獅
子
踊
り
保
存
会
の
２

団
体
に
つ
い
て
保
存
・
育
成
を
図
る
た
め
、

毎
年
補
助
金
を
交
付
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。
そ
の
他
に
も
裸
参
り
、
鳥
追

い
、
ね
ぶ（
た
）流
し
な
ど
も
年
中
行
事
と

し
て
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
後
継
者
不

足
等
に
よ
り
伝
承
が
困
難
に
な
っ
て
い
る

現
状
で
あ
り
ま
す
。

　
１
点
目
の
ご
質
問
と
併
せ
て
、
独
自
の

助
成
制
度
が
で
き
な
い
か
、
具
体
的
に
検

討
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
　

３
点
目
に
つ
い
て

　
一
般
質
問
通
告
書
の
具
体
的
な
質
問
要

旨
が
あ
ま
り
理
解
で
き
な
い
わ
け
で
す
が
、

　
若
者
と
い
わ
ず
、
リ
ー
ダ
ー
の
育
成

は
、
い
ろ
い
ろ
な
分
野
に
お
い
て
事
業
を

展
開
し
て
い
く
中
で
、
当
然
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
を
取
っ
て
い
た
だ
く
方
が
必
要
で

あ
り
、
育
成
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

  

地
域
の
活
性
化
の
た
め
、
国
・
県
、
そ

の
他
の
団
体
か
ら
、
色
々
な
分
野
に
お
け

る
助
成
制
度
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
具
体

的
に
対
象
と
な
る
事
業
を
行
い
た
い
が
、

こ
れ
に
対
す
る
助
成
制
度
あ
る
や
否
や
に

つ
き
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
け
れ
ば
、
調
査

し
、
対
象
と
な
る
場
合
に
は
、
斡
旋
又
は

助
成
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
の
で
、
ど
し

ど
し
問
い
合
わ
せ
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
行
政
と
若
者
の
接
点
作
り
で
す
が
、
若

者
と
い
わ
ず
、
村
民
全
体
と
の
接
点
作
り

を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

　
た
だ
若
者
の
パ
ワ
ー
と
行
動
力
に
は
期

待
す
る
こ
と
が
大
き
く
、
ど
し
ど
し
行
政

運
営
に
参
画
し
て
い
た
だ
き
た
い
し
、
そ

の
環
境
作
り
を
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
８
月
31
日
未
明
か
ら
降
り
始
め
た

雨
は
降
っ
た
り
止
ん
だ
り
を
繰
り
返

し
な
が
ら
、
村
内
各
所
に
大
き
な
被

害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

　
村
で
は
、
午
後
０
時
50
分
、
災
害

対
策
部
を
設
置
し
、
被
害
状
況
の
確

認
と
と
も
に
、
消
防
機
関
と
連
携
し
、

土
の
う
の
配
布
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　
自
主
避
難
さ
れ
た
方
は
１
名
で
、

そ
の
他
人
的
被
害
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

　
そ
の
後
、
19
時
10
分
に
災
害
対
策

部
を
解
散
し
ま
し
た
。

主
な
被
害
（
９
月
２
日 

17
時
現
在
）

・
住
宅
床
下
浸
水
　
　
　
　
15
棟

・
非
住
家
床
上
浸
水
　
　
　
１
棟

・
農
地
冠
水
等
（
田
・
畑
）
81 

ha

・
道
路
関
係
　
　
　
　
　
　
13
箇
所

・
そ
の
他
　
家
畜
・
家
禽
ほ
か

８月３１日 大雨で被害


